




日本の高等学校英語教育において，外国語としての英語(Englishas a Foreign 













いた BIGDIPPER English Communication IIIを活用した。題材としては，学習者




段階I → 段階 I → 段階 II
む音被(聞く 税制 I I①メモ取り (聞く 書<) い 自白笑乍 I 審 <) 
②本文復元 (際む 審<) I a発話 話す 聞〈ι 審<) 
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Simply ge出ngone's message across can and does occur wi廿1grammatically deviant 
forms and sociolinguistically inappropriate language. N egotiating meaning needs to 
lllcorporate由enotion ofbeing pushed toward the delivery ofa message也前isnot OJUy 




















































"to move the learner from a purely semantic analysis of the 




























には，“thelocus of the effect of output must be in the transition of 
































































































上述のように ，三浦(2014)が提唱する 「英語行動力 」には ， 4つの
「柱」があり ，それぞれに特徴が ある。ここで，これらの概念を もとに
吉住(2017)の「話すこと 」の力の伸長を目指した教育実践を振り 返る と，
主に，最初の基盤である「英語授業参加カ」の育成に，特化していた と
考え られる。実践では， 事前準備を念入りに終わらせたのち 話すこと j
に苦手意識のある学習者に対する手だてとして複数の技能を統合して








興味を抱くことができ たようである。これ らのことから，主に 英語行




かにしていった。本稿では， この実践をもとに， r話すことj の現状と課題
を理論的に考察した。まず Gass(1997)が提唱する第二言語習得モデノレを参考
にしながら，学習者はどの段階においてE置いているのかを明確化していくことは，
「話す こと Jの力の 育成に 向けて指導上参考になる であ ろう。 次に，
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